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論 文 の 内 容 の 要 旨

わが国の養鶏産業では1980年代以降､経営合理化に向けてブロ

イラーおよび採卵鶏の多数羽飼育､高密度飼育が図られてきた｡

しかし､1990年代に入ると､そのような飼育形態に起因する問題

として､従来の技術･方法でほ対応できない間遠が飼養管理およ

び衛生面に関して起こってきた｡そのため､著者が所属する岐阜

県畜産研究所をはじめ各自治体の関連諸機関には､生産者にとっ

て簡便､有用､廉価であり､同時に消費者に安全な生産物を供給

できるような解決策が求められてきた｡そこで､本研究では､生

産者および消費者の視点から､飼養管理並びに生産物管理に関す

る課題を積極的に抽出し､有用で実用的な解決方法について検討

した｡

第1章では､-ブロイラー疾病予防のための飼育環境改善として､

熱射病対策と腹水症対策を取り上げた｡熱射病は､昼夜逆転の照

明管理による夜間低温時の給餌､暑熱ストレスに感受性の高い雄

の入気側飼育等を組み合わせた対策を行うことにより､その発生

を抑制できることを明らかにした○ 腹水症の発生は､鶏舎内壁に
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ビニールシートを内張りすることにより抑制できることを示した｡

これらの対策は､技術的および経済的にも導入しやすいため､現

在､ブロイラー養鶏農場に広く普及している｡

第2章では､採卵鶏の悪癖被害の現状を把握し､その防止対策と

して断囁の有効性について検討した｡貯化後7日齢時に囁の先端か

ら3mm後方の部位で､または35日齢時に先端から5mm後方の部位

でそれぞれ断囁を行い､112日齢まで囁の組織学的変化を経時的に

観察した｡35日齢時の断囁では､囁の再生が著しかったが､7日齢

時の断囁では､切歯骨先端部の骨形成の旺盛な額域が切除される

ため､囁の再生が抑制されることを明らかにし､悪癖防止に有効

であることを示した｡

第3章では､安全で衛生的な鶏肉生産を目的にブロイラー出荷時

の体表の細菌汚染について検討した｡細菌汚染は平飼いに比べケ

ージ飼いで軽度であり､飼料への抗菌性物質添加の有無による大

差はないことを明らかにした｡ケージ飼'いは安全で衛生的な鶏肉

生産に有効であり､抗菌性物質無添加飼料による飼育は体表汚染

に関して問題がないことを示した｡

第4章では､1980年イモは鶏卵パックに現在のような賞味期限表

示がなされていなかったこと-から､安全な鶏卵の供給に向けて､

市販鶏卵の新しい鮮度判定法が必要であるため､市販鶏卵の産卵

後日数を推定する方法を考案した｡自家生産卵の比重とハウユニ

ットそれぞれの経時的変化の.回帰直線(標準線)と市販鶏卵につ

いての同直線との隔たりの程度から､市販鶏卵の産卵後日数を推

定する平行線定量法が適用できることを示した｡さらに､市販鶏

卵の保存室温が販売店により異なるために､平行線定量法に温度

修正法を加えて､保存室温が異なる市販鶏卵ごとに産卵後日数が

推定できるよう改良を加え､実際と1日程度の差での推定を可能に

した｡
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第5章では､安全な鶏卵の流通に向けて､鶏卵輸送プラスチック

トレイの細菌汚染実態を確認し､トレイの消毒法について検討し

た｡その結果､加工用食酢の一種である酒精酢が化学消毒剤およ

び熱湯水に匹敵する除菌効果があることを示した｡酒精酢による

トレイ消毒は､安全で低コス･トの除菌法として現在､実用化に向

けた試験が進行中である｡

以上の成果は､ブロイラーの熱射病および腹水症対策､採卵鶏

の悪癖防止策､鶏肉生産のための衛生管理法､市販鶏卵の産卵後

日数推定法､並びに鶏卵輸送トレイの消毒法を提示し､安全な鶏

肉･鶏卵の生産､供給に貢献するものと考える｡

審 査 結 果 の 要 旨

申請者軋昭和56年3月に麻布大学獣医学部獣医学科を卒業後､同年4

月に岐阜県職員として､岐阜県養鶏試験場(平成12年に岐阜県畜産研究所に

名称変更)に技師･専門研究員として勤務し現在に至っている｡本論文臥そ

の間に取り組んできた鶏の疾病対策と鶏肉･鶏卵の衛生管理に関する研究につ

いての成果(学術鱒文13編)をまとめたものである｡その内容は､大きく2

っに分けられる｡ひとつは､鶏の疾病予防と悪癖防止に関する研究である0ブ

ロイラーに頻発する熱射病および腹水症に着目し､数々の飼育実験を行うこと

により､それらの発症率を有効に抑えることのできる飼育方法を提示した｡ま

た､採卵鶏に多発するカンニバリズム(俗称､尻つつき)を防止する対策とし

て､囁先端の切断(デピーク)の時期と切断の程度について組織学的に検討し､

ふ化後7日令に先端3mmのデピークが有効であることを示した｡もうひとつ

の研究は､鶏肉･鶏卵の衛生管理に関するもので､ブロイラー体表の細菌汚染

について大腸菌群数などを調べ､細菌汚染は平飼いよりケージ飼いにおいて軽

度であること､餅料への抗菌性物質の添加は体表の細菌汚染を改善しないこと

を示し､抗菌性物質の安易な使用に警鐘を鳴らした｡鶏卵輸送に使われるトレ

イの除菌方法についての検討で軋加工用食酢である酒精酢が有効かつ安全で

経済的な除菌剤であることを示した｡市販鶏卵の産卵後日数の推定法の開発で

転生物検定に使われる平行線定量法が適用できること､新たに考案した温度

修正法を併用することにより､実際と1日程度の誤差で産卵後日数の推定が可

能であることを示した｡
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これらの研究は､県の研究機関として養鶏業界からの要望(すなわち､簡便

で安価で有効な技術や対策の提供)と消費者からの要望(すなわち､安全安心

な畜産食品の供給)といった両者の要望に応えようとする観点から実施された｡

得られた成果は､安全な鶏肉･鶏卵の生産と供給に貢献することが期待できる

ものである｡事実､本論文に示されたブロイラーの疾病予防対策ならびに採卵

鶏のデピーク法は､現在養鶏農家に広く普及しており､デピーク法については

韓国にも紹介されている｡また､酒精酢による鶏卵トレイの消毒法は､現在採

卵鶏農場に普及しつつある｡申請者は､これらの業績により平成14年に日本

家禽学会技術賞を受賞している｡

以上について､慎重審議の結果､審査委員会は全員一敦をもって本論文が岐

阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論文として十分価値があると認めた｡
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